
脱炭素先行地域計画提案概要

姫路市：姫路城ゼロカーボンキャッスル構想 ～世界遺産・国宝「姫路城」から始まる脱炭素ドミノ～」

本市は人口53万人を擁する兵庫県
内第2の都市である。世界文化遺産＆
国宝である姫路城を有し、例年多くの
観光客が国内外から訪れる。産業分野
では国内外においてトップシェアを持つ
企業が多数集積しており、製造品出荷額等は全国16位と、ものづくりのまちとして
の性格が強い。令和3年2月に「ゼロカーボンシティ宣言」を行い、5月には「SDGs未
来都市」に選定される等、持続可能な社会の実現に向けて積極的に取り組んでいる。

姫路市次世代自動車の導入推進
(水素ステーション整備支援・EV/FCV導入支援)

 「COOL CHOICE」の推進

姫路市脱炭素セミナーの開催

温室効果ガスの排出抑制のみ
ならず、「生活の質の向上」・「健
康福祉」・「地域環境の改善」・
「地域経済への波及」等、コベネ
フィット（共通便益）による魅力
あふれる地域の実現を目指す。
まずは2026年までにゼロカーボン
キャッスルを実現することで、
観光地としての魅力・ブランド力、回遊性が向上し、誘客と観光消費の最大
化を促進していく。そして、ゼロカーボンキャッスルを起点として市域全体に脱炭
素ドミノが起きており、2030年には脱炭素型のライフスタイルや脱炭素型の
企業経営が定着している姿を目指す。

西日本初！燃料電池バスが運行

姫路市の概況

温室効果ガス排出の実態

これまでの取組

地域課題

2030年までに目指す地域脱炭素の姿

１.交流人口の増加による地域活力の向上

新型コロナウイルス感染症の影響により、深刻な影響を受けた観光エリア
およびその周辺の賑わいをいかに取り戻していくかが喫緊の課題。

２.脱炭素経営の促進による地域経済のさらなる発展

本市の産業部門からの温室効果ガス排出割合は全国平均の約2倍であ
り、脱炭素経営の機運醸成や事業活動の脱炭素化を図り、地域全体で
国際競争力を獲得していく必要がある。

１．全体構想
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２．脱炭素先行地域における取組

上記Ａエリアは、REPOSデータ上では一定の導入ポテンシャルが認められるもの
の、特別史跡指定区域および世界遺産バッファーゾーン内であるため、当該エリ
アにおける従来型の太陽光設備の導入は非常に困難である。そのため、Aエリア
では、設置条件を克服できる次世代型太陽電池を活用したオンサイト太陽光の
導入の可能性を検討しつつ、Ｂエリアに最大限太陽光発電を導入し、オフサイ
ト型コーポレートPPAによる電力供給を中心施策として推進する。

対象エリア

Ａ.姫路城周辺

電力消費エリアとして公共施設
13地点を設定。世界遺産・国宝
姫路城を中心として、城郭研究セ
ンター、姫路城西御屋敷跡庭園
好古園、美術館など主に特別史
跡指定区域内の公共施設13地
点においてゼロカーボンを達成し、
「ゼロカーボンキャッスル」の実現を
目指す。

Ｂ.市所有の遊休地

上記Aエリア以外の姫路市郊外に
て、再エネ導入エリアとして市遊休
地13地点を設定。上記Ａエリア
の脱炭素化を実現するため、太
陽光発電等の導入を促進する。

脱炭素先行地域の再エネポテンシャルの状況

エリア 種類 導入量 年間発電量

B.市所有の遊休地 太陽光発電 7,418kW 12,662MWh/年

取組①：省エネ機器の導入（LED化・空調改修）

Aエリアの公共施設において、LED化や空調改修により、466,159kWh/
年の消費電力の削減を図る。

取組②：市の遊休地を活用したオフサイト型コーポレートPPA

Bエリアの市遊休地において、太陽光発電設備を新設し、コーポレートPPA
にて、Aエリアの公共施設へ12,662,000kWh/年の電力供給を行う。

取組③：次世代型太陽電池の導入検討

Aエリアにおいて、立地制約を克服できる次世代型太陽電池の研究開発
を行っている民間事業者（メーカー）と共同で、導入可能性を検討する。

取組④：大規模蓄電池の活用

Bエリアにおいて、天候等に左右される太陽光発電の安定化を図るため、
蓄電池の活用を検討する。

民生部門の電力消費に伴うCO2排出の実質ゼロの取組

エネルギーを「減らす」「創る」「置き換える」という観点から以下４つの取組を実
施する。
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３．実施スケジュール

２．脱炭素先行地域における取組

４．推進体制

取組⑤：脱炭素行動変容施策

市民・観光客・市内の事業者に対し、行動変容施策を実施し、前記の取組
①～④を市域全域に広げ、市域全体の脱炭素に関する機運醸成を図る。

取組⑥：太陽光発電・省エネ設備導入促進

市内の事業者に対し、太陽光発電設備等の導入費用の一部を補助し、脱
炭素化に向けた具体的な取組みを支援する。

取組⑦：次世代自動車の普及促進

市民および市内の事業者に対し、環境に配慮した次世代型自動車の導入
支援を行い、市域における温室効果ガスの削減を図る。

取組⑧：グリーン水素の製造・供給

前記の取組②にて発生する余剰電力を活用して「グリーン水素」製造を検討
し、市内の事業者等の脱炭素化を促進し、温室効果ガスの削減を図る。

民生部門電力以外の温室効果ガス排出削減等の取組 脱炭素の取組に伴い期待される効果

１.交流人口の増加による地域活力の向上

「ゼロカーボンキャッスル」の実現により観光地としての魅力・ブランド力が向
上し、姫路城や周辺エリアへ国内外からの観光客を誘因し、「交流人口」
を増やす。

２.脱炭素経営の促進による地域経済のさらなる発展

脱炭素先行地域での取組みが市域全体に波及し、地域全体で国際競
争力を獲得した強固な産業基盤が形成され、環境と経済の好循環が加
速する。


